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字タらタ

が字字ビ

ら文文ー

ひナ
文
なス

字

一 ）

四
一

た 内 在室市る

字字
文文

の

報央め 線 地情中
基区

ー

盤北－デ

課３

タ

目務

丁業

６力

西入

条

番
５
目円円

の
そ

た・カが

る字タらス
号 字字

のら文文

めひナな

タ文
ーな
デが

入字
力）
業
務

線
内

の字字

そ文文

－

文
１

）
３

当
字

文
１

）
４

当
字



アイ

契

意意方約名所 号 随随地

関称地 第 契契公に在 ）

約約共

す
北郵電 第 よ体る 条 に団
っの事

北 海

契

アイ

随平随随

約 意成意氏住意

の 契契 契

相 約年約名所約

手 の４のに

方

手北札るを 円 相月相係

手１

道 公 報

１ 北

次 海

の平 道

と成随平 告

意成 お 示

り年契 第

随４約年

意月に度
係電 契 号

電約日る子

第

名所

単契一一平契
アイ

に在

約般般成約

価の競競
入北す

相争争年関称地
北郵

漢方札札海る

手入

字をの道事

号

落単

イ
平住札
成金価
十所額
四
年英
四

項 た物務海便話 １ 札数

総号号 第 理品を道番番

又当合 ２ 由等担
号 はす企

規 特る画－－ の
定組部 定

－ 役織 に 務及 よ のび推札 る

内 達在室市 。 調所進幌

方海幌契決

線 手地情中

金し

をの道市約定

方日
定名ジ央額た

決氏ビ中

たびス北続

し及ネ区手

７
ト西

所ー条

日住オ３

話の特計

ョ
シ目

ー丁
メ

務で

号手役機

番相定算

方
をの処

定称す

－決名理

し及る

たび業 －

。数務
量一

・決公告務海便
線

内式

担総号

ひ定告示を道番

当合

らし第

がた

す企 な手
文続る画－ 号

字組部
織
び推札

及
所進幌

地情中

円在室市

月幌・

十市カ

九中タ

日

条
２字

南文

区ナ

央カ

金西
１

曜丁
目円

日

続報央

１

の基区

特盤北－

例課３

政目

る丁

め６

定西

を条

令

社
会

式
株

ン

７
成
平

－

北

北
基区

報央

堀
事
知
道
海

地
番

目
丁
６
西
条

課３
盤

第
令
政
年

ル
ビ
本

宮

達品
調商品色契

イ
な調

を名番約 お達

す

指期 冊 、を

１

するア

北

次 海

の平入ア 道

と成札調 告

に達調ア お 示

り年付達ゾ 第

一４す単をン

也
達

般月る価すメ

アイ

契

在 ） 意方約名所 号 随地
約共関称地 第 契公に
す に団

約意

平随随１契随

アイ
契工の契

成意氏住意人

契

た手

年約名所約当相約

２

４のに

契

意成意

随平随

契
に度の

約年約

定

物品ン－し間

おる物ゾ

な

礼
品等メ

の仕シ。契

北等のッい

達等ケ締

道調様ュ約

海

日

印定スの

と予ー結

」

平

たタら

し量６か

刷数
のイ

事契るッ 競 号

入）品ュ

争日項約物シ

るのー

札す等ケ

以物名ス

等６

下品称
及

」称プ

札名イ

入のタ

郵電 第 よ体る 条

いび

と

物務海便話 １ っの事北

号 第 理品を道番番 項 た
又当合 ２ 由等担総号

号 はす企

規 特る画－－ の
定組部 定

－ 役織 に 務及 よ のび推札 る

月相係り方

。 調所進幌

契価決

１手北札る単を
し

の道市約定

日方海幌

氏ビ中金

た 名ジ央額

手 及ネ区

続

所ー条

住オ３円 びス北

手

係情相

ー丁
メ７

ト西

シ決

定理を

特処方

る報
名ムた

のテし

務ス定

役
務
数業

び等
及更

称変日

しプ成

量

袋
れセ月

入キ３

にセ年

るイ
）

製
社

会で

式ま

。株日 す北

施
実
を

）
。量

う数 在室市

堀
事
知

。道

る海

続報央線 手地情中内 達
の基区

特盤北－

例課３

政目

る丁

め６

定西

を条

令

一

社
会
式

株
ン
ョ
シ目

平

式

一
四
二

第
令
政

年
７

成

也
達



９
札札提提

要入入そ

平 申参

成 の 込加出出

十 書希

四 の望期場

年 提者

四 出は限所他

北 海

１に

６７８

のる約

郵郵落北項限契

及者規。書

海 開便便札
財 札にびの定）作

道 等

よたの

務 よ電決にし成

に方り者要

規 日る報定

時札よ法定を否

則 入

道 公 報

５

札札

執

交交札入入開

入
方場場日場

の

付付行札

間法及所時所

所

期

第

３４

約海海札交

格契北北入
明付

有が条道道説

を道
うを幌合書

す行項札総
画交

こ指示市企の場

る
競場央部付所

と名す中

。

号

２
にい成

納札の平

入次

入参ず
るも海

場すに北

加れ年

所者該道

月 、

十 次

九 に平北北

日

道道

よ成海海

り

市企

定４幌合

所年札総

の月

金 中画 入
札日央部

曜

込北計

申区統

日 書３課

予者

和 入た札

昭 るめ落

札

北 同認価す

年 には定と

道 。なの。

海 じめ格る
範
第の

則 。限
規 い制

日
び

。内
号囲

時北北平
同

話成の海海成に

電平
場道道 番

別５。

号年所札庁年じ

４で幌

月交市館月
１ 付中 －
日す央階日

かる区共

ら。北用午 －

３会前

北

入北計関

争所区統に

に条る海海

札３課す北

す７項札総

関西事道道
中画

資目市企

る丁幌合

止北計

停区統

を央部

格

第

必す示

に当告

さ３課

北要る

海なこ

合は

総格。又

道資と号

画成

企平

部

提西

を条

課海

計北

統年

で

。
と
こ

る目

す丁

出７ 低
下最

以
」も 則を 規格 務価 財の

）
。札 う入 いて とっ
有

日条議

内ま西室時

で７
目

丁分 線
－

い目

な丁

い７

て西

れ条

に
号
９

第
示

告
道

。
と
こ

の
品
物
る
す
定
規

ズ

糸糸イ色

縦横サ柄染

効 第
な
第札
入 条

イア
達タ
調

タな調

をオ素糸 オお達

すル材使 ル、を

１

ハタす個るハい

北

次 海

の平入ア 道

と成札調 告

に達調 お 示

り年付達 第

一４す単を

般月る価す

の細

な額契こ詳

当アイ

、加に入は

おを約名所

しすの入 在 当算関札、

資
の
入
購

該

札掲札、

開に入ず

号わ
記税

時るに費

のげ書消

約無草山

入

員

し木桃 会番番

に 社手手
糸糸る色 × が単単よ黄

日

本） 本

手及
染び

国
製％ん

で３めえ

内

品カ

ンオる物ン

造機じ

チは品等チ綿パ

カル物

イ ２タ等の

ル

組ル調様糸 ％ 枚オの仕

及用達等

びポ予
量単

ャエ数手

シリ定番

ペン
プレ糸

ーチ

事契る 競 号

す等

入）品

争日項約物
るの

札

等

下品称

以物名

いび

と及

」称

札名

入の

事称地行説

消たる執札

を、書

税計務は明

費合
当額担北郵電公に

相金

する

額に当海便話開よ

号号る。

は１す道番番

当未組合。

、円る総

該満織企

代のの画－－

金端名部

－ の数称統

価

い及すき

お札載抜

に
の額相

、こ金格

てびる
消

規告、額

に公は当

２
定に

に）

るめ税価

す定費単

を札る記

格入係を

資る

た染

し械ゅ
又

品可）

等不色

同め緑

る同

すは

と）

一 。系

四 以色

三

シに築

ン袋都
。
じ

同
下

のシ績

ル、紡

セャ
ペ
トプ製

ッー
のは

は又

ル）

シ産

ン国

施
実

を
）

。量

う数

し日

計

堀
事
知

。道

る海

す北

請が及

求あび課北
札内 とと在道

のる所海

には幌線 きき地

加、市

算そ中－

すの央
条

の金３

も数北

る端区

す

有に課載
すを西

と額

る業こ

なす事る

し関税
あ

の件で。

者条者と

い
し免 入反か た違る しに

務札業 財入事 、た税 札

協

入績

に紡

袋本）

は者

る切７

也
達

。会

る会

れ

り丁

規

相。
税る
費て

消捨目 効る 第無あ 則、で
とか

。
各る問

すを 条



６７
便札項に

郵郵落北１札

道 等及者の限

海 開開便

定。

財 札札にびの規る

日る報定に）

務 よ電決

りた

則 入に方よし

規 場
所時札よ法

北 海

５
行札札

執

交交札入入

入

時

所

期方場場日

の

付付
間法及所

道 公 報

３４

約海海札交

格契北北入

成有が条道道証

平を道
す行項札総明付

企の場

年るうを幌合書

名す中画交

北こ指示市

道。競場央部付所

海と

第

２

契納札の

イ入次

商品軸約入参ず

シにい

場すに

ー品番色加れ

ャ

間所者該

ペるも

プ名期

ン

号

平
成そ
十の

四他

年
四

た落

和 入めを

昭 る定者

札

同認定者

年 にには予札
格す

海 じじめ価と

北 同

制。

規 いのる

道 。。な

の
第限

則 。

時北北平

日
び

。囲
号範

海話成の海海成

北電平
場道道 道番

幌別５

総号年所札庁年

合４で
月交市館月 企

１ 付中 画－
日す央階日 部

かる区共

計ら。北用午 － 統

３会前 課

入北計関

告争所区統に

条る海

第札３課す北

示

に

又す７項札

号関西事道

格中

平資目市

はる丁幌

を央

成
当

海さ３

北止北

年停区

ラに

イ必す

シタ

こ

リ１ト契北要る

ルプ

ル締道資と

シブ約海な

プの合

ーー結総格。

ャ

日企
か画
ら部

課 ラ成計 ブ平統 ゼ
株

月と国

十日。産

九本で

日

の。

会と

協こ

境る

環あ

金

無

曜

白
漂

日

最
下で

以内

タ

」を 則格 規価 務の 財低
）札 。入 うて いっ とも

日条議

内ま西室時

で７
目

丁分 線
－

丁

示い７

告て西

道れ条

。

にと

号こ

９い目

第な

３ 式年

の
品
物
る
す
定
規

社月 会 」
ル

オ

で
ま ）日 製

を
定
認
の
）
ク
ー
マ
コ

エ

第有
効

２３
第入
な 条

札札約海海

入入契北北

成託に説条道道

委平委
事参明項札総

託
事

市企

業年業加書を幌合

１
の度のすに示

北

次 海

の平入 道

と成札 告

に

こ詳

お 示 の細

り年付 第

札、一４す

入は

資
の
入
購

の入般月る

額 ずな。契

わ当るアイ

、。に

を 、お）約名所

税該す在 算 費当関

加 消
札

札提提開に入

入そ号

のの 加出出げ書

札 参掲

受

望期場入記

時 希るに

約札

契要入

８９

こ
る
け

中画

のの

成書

作込

書申

る場央部

名労内るよす

等に。所区統

称働容者

条

査要３課

調必北計

力
説格７

査札資西

調入な
よ

送に
輸書目

品明丁

用
業る

等

事 競 号 執札
書札

は明入

行説争日項

公に
、

る。
する下

開よ以

抜消る

し

い
と
」
札

。入

価税務 合 き費事称地 た
当担北郵電 金 格相を 計

番 に 当額当海便話 額 相

る総号号 １

額はす道番

、
単当組合 円
未 価該織企

の

）代の画－－ 満

を金名部

端－ 記の称統

限所他及す

お 者札載

に
、 次こ金

て 、びる

い は

海公は

２ に平北北の額

道道告、

に よ成海

規 り

合定費

定 所年札総に消

の月市企め税

す 定４幌
中画るに

る
資 入

統札る

格 札日央部入係

う務。

否出

要提

を 申区

道

る海

す北

施
実
を

）
。

数 載請及計

堀
事

知

。

が す求び課北

る こと在道

あ るの所海

。に幌線 と とき地札内

き
は 加市

、 算中－

そ す央
条 数 の３ 端 も北 の る区

有 込北計に課

す西 金 と

を条す事

し 書３課関税

出７条者

い 提西る業

な

る目にあ

の す丁件で

者

免 入 と反か た こ違る し

業 財入事 、た税 札 。し
は者 務札

一
四
四

丁 を
る７ 額

也
達

規

相て
税捨
費り

消目 切 効る 第無あ 則、で
とか

。
各る問

すを 条



に入る捨者る

号ア

平 掲札落額てで金

成 札 げ金をたあ額

十 決 る額加金るを

四 定 入等算額か入

年 に 札にし）免札

四 当 及係たを税書

北 海

８９
約開

郵落財て契要そ

っ
規札 及者札書

務 便札入

の 則の びの作

報定効の

第時 電決有成

に

に方な要

よ法入否他 条お

道 公 報

６７

札交交交便

第入郵

説等

ら書よ か明付付付に 条
交入 第の場期方る

付所間法札

第

５

開開入金入の

入下証条

札に納及

消札 札を７ 札

北

税証 参付び 保費保 札

しる海

証等金 場日加す
と 所時金よこ道
の 」

号

４

日

の
行札札

執
札入入

入
及所時

所
場場

月 た びる金落事に

十 っ こ消額札業記

九 て の費価者載

日

とある

は 公税当格です

にの金するこ

、 告等該

を。

札 定取額るかと

入
書 め扱にの

金

入円、わ

に るい１で問

記

曜

さ に満札、

載 札未入ず

日

て る札 第い

れ 関のに見

る の２ 札限 項、 入に １

定 め） 定規 認。 規に は

者 りる いた よす なし に
札 たを 落 め格 を 定資 。

し 者 予有

ま関
条に

海話成の

です北北電平
場

のる海

定事道道番
合４で

め項札総号年所

る幌

月交 と市企

付 こ中画－
日す ろ央部

かる

よ北計ら。 － に区統

る３課

、 と。務
除 い うと財

免

す規

う

同者

付 ） ににる則
納 。

方 相 同
。。、和
法 当 じじは昭
等 額

は を そ
積海
地 ん 見北

、 含 の年
治 ） っ規

自 額 も道
方 だ

海海成

時北北平

日
び

道道
１

市館月

幌別５

札庁年

中
会前

北用午

区共
央階日

る数加も

た す端参積

３

件あるた

額 条がすっ

金

違とは約
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規る 日う金 」

除 和境す

納 い。則。

とを と 証と

る付 う 時金第

す
者の 。

。

は免 ）号

同下

の、 当 に以

そ除 相
の付 を じ者納 額

規 積法 む務 見方 含 。財

場日場

っは ）則 も等 。

時所

場和境及

す共環所
タ時

宮ン日

所町セび所

丘
ー北北平

総海海成に
同 番務道道
子５。 １課岩原年じ 地

和境日

共環７

郡力月

内

北査
審
は

先き

出と

提た

ば番道果

れ便海結

け郵
ら子申

な号原を
力請 な

境に

い－環者

。

る
な てす

し っ関
有 もに

の件
者 札条

い 入

た 効違 し 有に

一 入 な反

五 札 入し

五

は 務 限札 財 に入 、 札た

タ、 宮ン。き 町セる

る

ー財 丘

務 総
１第 課 地則 務 番規

と た、 の」

の
項

１
第

条

契政
い
。 の 金第う 分 約令

５ 額）
第 条 に

の 相 消

７ 当 費
びら び る 及か 及 す 税条
海 以 地第 北 額

道 上 方

町セ
ー午

丘タ）

宮ン火
庁前 番舎

通

室
修
研

大
階 １２時 地

セ
総。

海ーる

北タす
ン知

宮
町
和

共
郡

内課
岩務

道
丘

し効 第 ）無 則 。、 規

たと

に
定

規

。

を各る

者す 条

定
り
よ

札 税

ま 務 入 費

条 財 の 消

の 則 保

で 規
定 証 以
下金昭め

１
地

番



平受所

地園使
公る１２

者

自内料成託

方屋用

在 治競の

施場収４名

法技徴年の

行及の月称地

令び事
屋務日

北 海

北 合料１２

海 運の

道 動徴平受所

札 公収成託

幌 者在 園の

土 の事年の

木 運務４名

現 動を月称地

業 施次

所 設の日

道 公 報

北

地 海
道方
札自 こ詳

幌治 の細

土法 入は

木施 札、

現行 の入

業令 執札

所 行説

第

名所

捨税相業契

イアイ

す札でに

て事当落者約
す在

金者る者あ関

た業
あ額なかる

額で金とる

をるをっ申事

）

号

入る
ア

平札落額

成札 金を
十決 額加
四定 に算
年に 係し
四当 るた

和競次団幌

昭外を財札

技の法市
真

政のに区

年場者人南
内

第成託海駒

令平委北

し道

）４。育園

号年た体公

１北化番

第月文１

日海協１

告 等者財札

示 のに団幌

第 平委法市

２ 成託人南

号 し区
道内

４。海駒

年た北真

か文１

日育園

１体公

月
平海協１

ら北化番

告昭 は明

示 、書道和
第 公に

札１年 電開よ

号政 話する幌

令 番る。

土第 号。

木号

現

第

－）

業 －
所

出を

もか入たし務称地

て税書はる担

っ免札者

海便

落事に、こ当北郵

。る道番

札業記落とす

です決組原号

価者載札

とある定織子

格
するこ後の力

るかと速名環－

のを。や称境

で問か及セ

、わにびン

月た 消金

十っ 費額

九て 税

日

額
入 取金

、 の該
は 等当

書 いに
札 扱

金

記円
に１

曜

さ満
載未

日

ら札 第
か道会号 条 れの

木 の
成土 項
平幌 １

よ
月所 に
３業 定
年現 規

長

の藤 海
で 北
ま佐 、
日 り

札

成道会号

期 道

現

月木

３土

年幌

間
期佐

の
で長

ま所

日業

条
お
に藤

第 告１

示

海
北

、
り

よ
に

定
規

の
項

在ー海

入ず消所タ北

道

岩

に見税地総道

札、費

郡

加もの課内

参積等務

契事和

るた税共

すっ課

丘

、金者宮

は約業町

者
消額で

費のあ
る番 税

か

る
にあ

額が
金数

た端
等

そ の、 額は 金き 該と
当

の

に 真
間 立

金 ５
数 の
端 分

年を

内け
お功 駒

北

地自次

２

海

然の平 道

の者成

方 所

教自
家に 育治
の委年 在委

平託４

法
員

成し月

施
会

術者１

用
使功

る
け

地

北

地館に 海

の委平受 道

平託成託

方
教

者

自
成し 育治

た年の 委法
年。４名 員

４月称

施
会

の委１２
総

幌
野

立

北

地平託 海

成し平受所 道

た成託

方
教自

者 年。 育在 治
４年の 委

月４名

法
員

１月称地

施
会

係免 の１ に、 分地

税 る
平受所

事
の１２

課に事
者

を成託

務

在 次
に月称地

者４名

の年の

国
すり
切 当
を 相
額 に

北

地大 海

型 道

遊
方
札

戯
自
幌

施
治
土

設
法
木

の
施
現行

た 教令
年。日 育

４ 長

月
昭 釧

告

１
和 路

示 市

日 第

か
年 治

政 水

ら 号

平
令 町

第

番成
号

行

第３
） 号年

月 教令
１日 育

日財 長

か団

昭
告

ら法

和
示

平人 第

成釧

年
政

路 号令
３民

第年市
化

号月文

）

行

第日振

日 教令
か日 育

ら財札 長

平団幌

昭
告

成法市

和
示

人中 第年
年北央 政
３海区 号

文島

第月道中

令
で１

）ま館園

号日学公

第

委
た団川

し財砂

託日

道

。法市教 人北

育 光
北委

番 海

員

子１ 道

会 ど号

教

平
行

も

業

成
令
所
告昭
年 示

４
和
第

月 ３

１
年
号

ら
第か

令日
政

）成
号平

第

釧月北
海 路

育 １

民ま教 第

市日道 条

会間員 の

化の委 項

文で

育 に

内お教 定

館に会 規
北
用鎌 、

使 り
る長 よ

け

ま北興

料

で海財

に育 １
間教 第
の道団 条

定
る会 規
け員 の
お委 項

の り
料長 よ
用育 に

使教

の北番

収 北
徴鎌 、

間海４

育北 １
お教 第
に道号 条

規
使員道 の
る委海 項

け

育学 に
料教文 定

用会立

鎌 、
収内 り
徴長館 よ

の

北の

事 北
の

育 海国

長

札会
道協

告 幌

示

年

佐
長
所
業

現
木
土

３
第
月 条

の 規
で の

ま 項
日 １

一期 定

五間 に

六

田 海

る 北
け 、

お り
に よ

市 川
の 砂

収昌 立
徴 道

の

昌 立
事 道

の田 海

少務
事

田 海

芸の
次市 路
を 釧

務

市 学
の 文

次昌 立
を 道

務

子
用 道

使 海

功
藤

館に
者

の収
徴 も
の ど

料



中 環試

平 境験成 級 科

十 学区四

試年 若分四

北 海

農農農畜水土建

芸業

化土

業学木産産木築

約若約若約約若

道 公 報

一農社林

般業会

行経福

政済祉業

知教若若約 約内

第

１

成験上試 成平試

平

区験 年

採分 北４、級区 度年分
用試 海月

採 道
職日予

号

地
名

の在 者
託

受所
１２

称

月 験 干採十 用九 名予日

身
数

定

金 分

曜

日

５干５干５５干

名名名名名名名

部門
事専

知た
じ

道職員

事育

局的

訳約若干干 ）干

名名名名名名

北海

に
知従
事事
部す

等数予 員定験用

局る

道
用び数 採及定

人

級務身 上職
事

中容分 ・内
委

試
級

員

を北職

験

会

人北
法市

団川
財砂

次海

北光
海

国
の１ もの ど地 子番 道

に
勤務

に業

容
内

務
職

協

。
れる
そす

、事
し従

務
区
験
試
の
れ
ぞ

、。
教
育
庁
等
に
勤
務
し
、
一
般
行

の道 公

お事

と人

告

員

。委

う会

行員

り委務

３

会

容

本
杉

長内

験上
試

、級 禁な当な程

くし日

分

以ま地者試

錮る該い

２

応
に

受卒アイ

し級だ日地

上昭業中た

た試し本方成 験級和
試

務被

験年も験、国公年

政

４の上籍

事
務

行採申

政上用込 土公学
立系級予み

の・定は 校

受中数１ 小
・験級は試 事

治
堅

政系林農

教警業

育察土

行
一
般

験

のの公地

上で方験試

せに

処体

に団

刑者共等

の戒

そ懲

、て

れい

らお

昭級を員後 資

行職

執免

昭月

第人

和２平和・有法見

中し 日成 格

又 年級な 年以

の被

４降年４試い条は

２と各保

月に３月験者

日ま卒日も号佐

２生月
ら次い

かれ業か、の人

らた見

者れ禁

昭者込昭のず準

はか治

和で者和

学を

者試、験

は験欠区 木中務

、共員分

行通のに 約若

政）状限 干系況る

試等。

験にま 名名

申 町分り、 市職区よた

です後

中更込 村員の変

行行

く学

政政業木

約約約若

５干

名名名名

海道職員

行

る教すそに用

政
約

名
北

るを

わ分

終処

をの 事そ

は当

又、

でけ

ま受

一 そ該

五 の処

七

に産
受か

を日

行の

執分

む４験該者

年校含年受

含

月育。月で当を

４教

日なるむ

１法）１きす

。）

まよまい者。

日に

ま

生学生

に大に

でるで

ま
学
者大者

た期た

れ短れ

事２こ試 り札校第るは
が区 ン市務志と験 セ幌

ー外従まあ分 タ以に望

す選。変 なの事でるの

。すは の立る択更 ど公

機中こ則 先・る原 出小

でて と校がし 関学とと

教。育警るの知応は

育な局察。他事じ原

庁お、本な出部た則

に、そ部お先局専と

勤採のに、機に門し

務用他勤採関勤的て

しは出務用と務業、

、原先しはなし務支

教則機、原る、に庁

育と関警則。そ従、

行しと察とれ事土

政てな行しぞす木

事、る政てれる現

知すの

事る他

部。出

局な先

等お機

に、関

勤採と

務用な

しはる

、原。

一則
般と
行し

が経

とを

こ年

る２

けら なに

を
）

。
く

除
を

な過

。な 。務るき る勤きで 。事、の。業

。 、い し

務道
に立務警試な所

従学に察験お、

事校従署区、森

す、事、分採づ

政て
事、
務支
に庁
従、



次験級 １２中 第試第試

専人験
試 次験

１ 物 試第 門

北 海

４

地１級
験 験第上試 試試

教 変試験 法 の次試験 方

養 更験及試

原格１ 内験試 は合第 び

道 公 報

１ １２上試第 第試第試

試

・地次 次験次験級験
試幌と ：級札験 ９中は
験市第

第

験次験験

２中 試第試試

７試 試 ：
９

級

号

１

試第

平験次 成
十
四
年試

四

次 験
）題 験 式問

一験

試 択試

時１性度 第適程 ２びの

験を短 間試査、 次検は

各力出格う・ 能合行大

則者容次験
式

し状験一

種 との試択

よの

でに題） 目 て況問

、度答時 なり程解２ き

時 。第は間 い

卒能 試学

次大間分 ２、

８

公に 験

通東次 月月 着共・２ ７

中 席
））京試 旬都験 日

のの

旬う試 日：下

ち験 ）

な

）合異

了都は

終、地
の
よっ 札東札東

京幌京いて

月

幌

験 ）旬 席下 着験

８
上

：月
旬

）
了

終日

東札東試

京幌京験

６ 月月 十
九験日 日

日

）
日

金

曜試札

日

に専 試な題者。高

験幌

し業 区に野対卒 験ど分

、度 にい試て程 分つは

別も じの案個の 応て験

接で 必記を面の て筆内

集る な験照、あ 要試参

つ の業

） 門こ団。 専の

とて 験度内員い 試程務

札のて筆 をもしの 地の

な験 市あ要試 幌で必記

す的 と）般 み。一 のる

所も

場容識 る知

をか 市都市都

選ま
ぶわ 験す

こな 場日第る

とい 状に本１。

。が 況な大次

、 にる学試

申 よ場験

込 り合法合

み 、も学格

受 江あ部通

付 別る本知

後 市。館書

都市都地

す

試 日第る受

本１。験

大次票

学試で

験通

験 法合知

学格す

部通る

２知。

号書

験知
通
で
票
験 試受

地市

及

知。論

的と討

。
る
す

旅
、
識

者日
、 験・開で 券 受土

る 証 人日
生 本曜示き 学

る
あ知 がび 合及

が及請

なう試こと

し行格

７

。
格たい。験のな

合まな

験た

、 者、場結試っ

お

格にのの者

ホ 発合合果

）で

は者は開結に

ー 表
に 内）

お の指

け 試定

資級級 験上中 受合
６

る

館で

有
の験験 格格試試

場 ）指
定

次験

１２

第試第試資
５

試
験

試
場

教専人

格 次験

日
を 本祝求人 ） 、び

等
く
の あ除開 参 では

持 人
を
、 と）
え こ。示 う る

る時 す間 ９ 明前 証午期

っ

ペ 受に、示果限

ム

か

ー 験は至に
級い口

ジ 番合急上つて

の通人・て頭

上 号格、

み知事中はで

に書委級、開

よを員試北示

り送会験海を

行付事共道請

うす務通個求

。る局）人す

。ま情る

８ 、１月月 無第７８ 発

次

込試日日 申表

午午 記）） 合 書金木 験

項発９９ 事者前前 入格

月 否最８９ 真
の表時時

等終月

査 験験物 試試

養門調

試 択択

））・ 験 式式級

一一上

う試 時第行級 ２２を中

次。験 間時１

共

答
解

目
種

験

験通 分間試

示 午 類ら開 書

間
時

許ま 免時容 転５内 運後

示 康に
健間
、の開 証で

合で報こ
の来
険接

保直

格問保と

通い護が

知合条で

書わ例き
。 で がせ第る ）

発る

１ 格

のと第 合 表こ条 も

規 受

らの の

か項 者

日。
日定 験

２

つ合日日 に

者午午 て））

い格金金

時時 。９９ う発前前 行

務

掲事庁事

人支阪所

表

）

会京、 示員東所

委、

題者

に各力出格

能能合

野対

い験ど分に

つ試な
試て

の分つはし

て区に
案個

記応て験、

筆にい
を面

験て筆内別

試じの
な験照及

要試参接

必記

必
て

し
と

内員
務

公

一要 五な 八

険る
保す

被庁場

的
般

一

たに 番

、。
証と

者こ所

示

も、 掲

てり の
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